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機研究力を強化する ンパラ大学の事例

はじめに

1996 ii＇.の冬，詳しいデータを見たい論文が

あった。思し、切って，ったない英丈メ…ルをII¥し

てみたところ，すぐにリッチテキスト形式のファ

イルが送られてきた。研究の庶民iのオ…ブンさに

き， !I長激した大切なjよい、HIである。

2014 1['. .fJl ti：＇.，筆者が初めてこの i治文を読み，
データを見たいと思ったとする。しかし，デ…タ

を入子できるのlfi~'i'!I：は低いだろう。過去の論；文の

テ、…タ入手を試みた Vinesらの制公によれば，

18年前の論文の若者のメールアドレスは31%が

無効で， 26%は返｛誌がこなかった。そしてデー

タを受け取ることができたのは，わず、か17%

だ、ったという l）。

もし，このデータが論文からリンクされ，リポ

ジトリで公開されていたらどうだろう。 'Jfは

Vinesらの初公データは公開されており，論文に

はデータを したリポジトリの：￥11lli(Dryad) 

とDOIがm＝かれている 2l。この DOIをたと守れば
ccoで公！日jされているデータと分析に月jいた R
コ…ドにアクセスできるため，（メールをIBす必

裂もなく）すぐに彼らの調査結＊1$: f；訂正したり，

JIJ分析することが可能である。

いけうち うい・筑波大’＇＇）＇：大う主的 1-;<J,lj自n'ih'Hf！メディア研究科

キーワード 大小l究1,1：：品LliJf’先デ…タ'r'.l'.fl!!(RDM), fl.汁究デー
タJHi，オーブンサイエンス，データリポジト ＇）.
機関リポジトリ，メタデーターデータぷjf，デー

タジャーナル

池内有為

Vinesらのように，；＼治文；にmいたデータやコー
Fを公開する研究者が収えている。そしてデータ

に谷易にアクセスできるような仕組みを終えた

り，さらにはデ…タの引mやifff1lliを行おうとする
活動が， i：立や分野を紹えて行われている。本f，＼·~

は，こうした fオーブンサイエンスjの潮流のl,, 

で大学問自館が行っている研究データ 1rff''H 
（沢esearchData Management : RDM）の先進事

例を紹介し日本での実現ilJ(jg件ーについて検討す

る。

1 オーブンサイエンスと関審館

1 . 1 オーブンサイエンスの動向

2009 ｛ドに0.7ZBだったIll:wの1i]f究データは，
2020 年には35ZB(38兆GB）になると予想され

ている：ll。この英火なデ…タは，各ド！の捌究開発

賢治、ら生み出される 4）。｛りi究やデータ収集の亙；訟

をi坊ぎ，データをFP'IJJ持することによって捌ゲEの

コストをドげるとともに効率をi:.11・，地球規模の

課題に取りお1む動きが俗んである。グリッドコン

ビューテイングやクラウ］＇＇ t支術によって大焼棋な

デ…タ共布と解析のための討ti：資源の分散が可能
になっていること，そしてヒトゲノム計1ぬiによる

全域J.~~~列の解析やアトラス実験によるヒッグス

粒子の発見などの成功事例もオーブンサイエンス

を後;Ji!！ししている。

相次ぐ研究不正への対策として，デー

タ公！日jによって追試を可能にし，研究の信頼性を
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IBl 1 研究データ公開とオープンサイエンス 12)

iコ
政府組織

要求・義務化
@@) 

010100 機騒齢

干？噌

業績線機難鰭データ公開

評価

• 51用

向上させようとする趨勢もある。特に医学分野に

おけるデータの改鼠や担造は，入額の生命や健康

にかかわる極めて重大な問題をはらんでいるた

め，米国国立fifi~t.1i汗究所（NIH）や欧州医薬品局

(EMA）を 1:J:1心に，プライパシー問題や企業利益

といった時践を釆り越えてデータ公開が実現され

ようとしている。

このようなj犬j兄をι持筑として， OECDやG8と

いった国際機関や各関の政府組織，助成機関，学

会，学術雑誌，研究機関などがデータ公開を義務

化している。

こうして公開されたデータは倒究者だけではな

く，プログラミングやデータ分析J支術をもっ一般
の人々にも活用されている。弱冠 15歳のジヤツ

ク・アンドレイカが，蛋白質データを駆使して！陣

織がん検査の方法を開発した 5）というニュース

は日本でも話題になった。こうした大焼模データ

を扱えるデータサイエンテイストの育成は， El本

を合め各国で盛んでありへ学校教育での活用も

期待：されている。また，データの採取や分析にボ

ランテイアとして市民が関わる eBirdやGalax＼守

再利用

＠趨趨.. 

追試

Zooといった市民科学も活発に行われている 7）。

研究データ共有の実現を支える同時機関の活動

もめざましい。主な団体として，“l(lif滋なきデー

タ共有”をめざす研究データ同盟（RDA)sJ，研

究データへのDOI付与を推進する DataCiteへ

英国の高等教育機関のデータ管迎を支援するデジ

タルキュレーションセンター（DCC)101, ，京外iの
医i立データサービス ANDS11！などがある。 DCC

やANDSは英国と豪州の機関であるが，その対

象範閣はm1内にとどまらず， i止界の研究データ共
有に貨i拡している。

1.2 図醤館の役割

オープンサイエンスの理念は広く受け入れられ

るものの，研究者にとってデータ公開は従来にな

い大きな負担となる l針。また，被験者Aのプライ

パシー保護や，共有したデータが適切に使われな

いのではないかといった懸念もあり 14），なかな

か公開は進まなかっ

しかし， 2003年にNIHがデータ共有方針を導

入したのを皮切りに， 2007年には英 i主iの
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表1 DMPのためのデータ管理涼郎

DMPの綴率的な項闘
英国 養護州 米図 米国。cc ANU NSF(1) NSF(2) 

I 11命.flt!とプライパシー ⑧ ⑧ 

子t/: ⑧ ＠ 

デ…タ；！H'iとライセンシング 電器 ＠ 曜器 ＠ 

う戸P…タストレ ジ／i~Hf／セキュリティ ＠ 電動 ＠ 建量

データのiポヰfおとステークホルダー ＠ ＠ ＠ 

11¥fモ 電量 ＠ ＠ 

データ形式とメタデータ ＠ 唱島 ＠ 電器

似党の＇I＇戸長物（ products)／文献 電惨 器移 電器

。cc デジタルキュレーションセンター， ANU：オーストラリア!iiiな火予：， NSFill・米関科’予約
トjJ(I：γ：），災SFiZI・1とJi:J利子j主l!JトjJ（バイオ）

11\ljl~ I匂rreira（まかりalagovernance in c-scicncc13＇より｛宇 1&

W ellcome Trustが，そして 2011年以降は米同科

！日間（NSF）ほか各i主！の助成機関が次々と

データ公IJ討を義務化した。研究誌は研究資金を

得するためにデータを特別し，適切な形で、公開す

る必要に迫られている。助成金の申請ll~J' には，

データストレージやライセンシング，データ形式

など，表1に示すような項目について記入した

「データ管期計樹（DataManagement Plan : 

DMP)Jを提出しなければならない。そこで研究

支援や資料の組織化，機関リポジト 1）の述？ぎなど

を行ってきた大’字国ill'自立がーその絞験をillかして
RDMサービスに取りおiみはじめている。こうし

データ（デジタル）キュレーションとも

111'すまれ，データライブラリアンやデ…タキュレ

タといったデータを扱う専門Jfl故民の求人も行われ

ている。

日本の状況と国際競争力への懸念

2014 :IF 12月JJi,;{ム日本の主な助成機関による

研究データ公IJfJの義務化は行われておらず，協力

依頼！（））にとどまっている。また，文部科学it！が

2014年8月に発衣した「研究活動における不正

行為への対応等にllklするガイドラインjlれには，

“大学等の研究機関における一定期！？立の研究デー

タの保存・開示”が躍り込まれているが，データ

の公開までは求めていない。 ij本学術会議から

「オープンデータに出すゐ権利と義務一本絡的な

データジャーナルに向けてJ18）と践する
公開されるなど，研究デ…タ共有の坑裂性は認識

されていると考えられるものの，海外に比べると

到jきは鈍い。

ミ左手1'i'l'i'1線流通と詑H1!!iはダイナミックに

変わりつつある。研究データ公開のインセンティ

ブとして，公rmしたデータやコードそのものを
とみなしたり，論文と同様に引用したり許制し

たりする仕組みが整えられようとしている。トム

ソン・ロイタ一社は2012：＼ドに DataCitation 

Indexを公開しており，収録対象のリポジト 1）に

されたデータの引flJ状況を追跡できる。ま

た，研究データを公開している論文は，そうでな

い論文よりもヲIJ日が多いことを示す複数の湖交も
ある 191。

賛百はあるものの，引用は研究評価指際として

広く JJJいられており，たとえばTimesHigher 

Educationのlit界大学ランキングの指標は30%

が引用から算出される初、公開したデータを

きっかけとしてj;l¥j際共同研究に繋がる場合もある

だろう。このように，研究データ公開は悶際的な

続争力のlliLI二に繋がる反而，公開しない場合は不

平日誌になる1可能性も
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エディンパラ大学による

3 研究データ管理（ROM)

一一研究のライフサイクル全般の支援

本主主では， RDMの先進事例としてエデインパ

ラ大学の取り組みを紹介する。なお，以下の内容

は，スチュワート・ルイスによる 2014:ff 11 月の

回出館総合燥での講演 21Iと筑波大学llfJ病関書館

でのミーテイングを再構成して記述した。ルイス

は，同大学のオープンアクセスやRDMを相当す

る「1iJf究・ラーニングサービスjの！） ーダーであ

る。

3. 1 エデ‘ィンバラ大学の概要

エデインパラ大学は， 1583sr＇に設立されたス
コットランドのJ:lij立研究大学である。学生は

33,000 :f'1 ，教 lft~ 1~1 は 8,000 名で司人丈・社会科

均i：学部があり，~！：二<iri-nうよ：や

地球科学など22の学科をもっ。 Ill:w大学ランキ
ングは 17位 221で，かつてはチャールズ・ダー

ウインやアダム・スミスも約二絡し，ピーター・

ヒッグス博士など20名のノーベルi子受賞者を議

出している。

海外の大学：i玄同十館の多くは，助成機関がデータ
公聞を義務化したことを契機としてRDM支援に

乗り出した。しかし，同大学はこれに先駆け，

2009年にJISC（現Jisc）の助成を受けてデータ

込りFlリポジトリ DataShareを公開した。 2011'.fj三

には英閣の大学ではじめてRDMポリシーを作成

し， 2012:fj:'. 8 JJから 2015年5月にかけて「RDM

ロードマップ」23）とi呼ばれるプロジェクトにl]'s(り

抱iんでいる。このプロジェクトによってRDM

サ…ピスを完成させる予定であり， 130万ポンド

（約2億2,400万円）の予算を授やしている。ま

た， 1.1で紹介したDCCの本部はエデインパラ

大学にある。

3.2 研究ヂータを中心とした支援

エデインパラ大学のRDM支援は，研究のライ

フサイクル余般にわたる。すなわち，（1）研究I誌の

(2）研究rj:1のアクティブデー

存，（3)(1}f究後のデータ公開，（4）非公開データの長

j担保存，（5）データ I］録の作成による業績報告まで

支援を行っている。さらに，（6）研究者のニーズを

把握して，（2）から（5）のシステム設計に反映させて

いる。この6項目について詳しくみていきたい。

(1) データ管理計間作成と資金獲得

英障の助成機関の多くは，助成金のlj]訪IIすに

fデータ管理j!計画jの提出をオとめている。そこで

DCCのDMPOnlineを導入することによって，

計拘ij:j!j：の作成を支援している。 DMPOnlineを使

えば，申請する助成機関や所属機関を選択し

示される項目を次々に入力するだけでPDF形式

の「データ恰＇ JJI¥計約uJが自動的に作成されるた

め， II寺IMJと労力が削減できる。例年，エデインパ

ラ大学では2,200f'j: J,j、！？ーの助成金申請が行われる

が， 2014｛ドは 11JJまでに約 180の「データ恰＇ JJR
青i・TifjjJがこのツールで作成されたという。

(2) データの一時保存

研究中に使刑するアクティブデータの保存や共

有のためのインフラとして， ownCloudを導入す

る。｛好究者が好むDropboxとよく似たオープン

ソースであることから選択したという。スタッフ

や院生を含むすべての捌究者には500GBの領域

が無償提供され，さらに追加領域を続入すること

もできる（年間200ポンド／TB）。

(3) データリポジトリによるデータ公開

2009年にひSpaceをカスタマイズしたデータ

リポジトリ DataShareを公開し，現在も運用し

ている。 2014 年 3 月の 11~＇ Ji~ で、は， 125 アイテム，

1,946ファイル（平均16ファイル／アイテム），

合計76GBのデータが公開されていた制。主題で

ブラウズすると，臨床試験，形態学，天体物理

凶史，音楽学，詩歌など185穂類の多様な分

野が登録されている（2014年12月現在）。

しかし，臨2にもみられるように，データ形

式はごく一般的なもので，設録が多いJllHにplain

text (345ファイル）, x田wav(316), xml (214), 

zip (190）‘ jpeg (180）と続く。また， 1ファイ

ルあたりのサイズは0.lMB以下のものを除くと



）（＇下1:x1;11：釘1による州究データ'1:1'.flllのぷJllj＊＇~ 2:J1 

~2 データリポジトリ DataShareの鰯絡レコード扇面

アイテム
簡略記述

ファイjレ

ライセンス

事費調： G治活doA刊加久Ott。，役cm抑制 B'n

lOOMB絞！支のものが肢も多く，政大でも 2GB根 DOIな付 ゐ機能があり，各アイテム，もし

！交で、ある。｛りf党111にサイズの大きいデータを扱う

場合でも， DataShareに主交錯するのは必終！慌のみ

で，サイズが大きい場合はIE縮するという。

DataShareのメタデータはシンプルで，必須項

目は，タイトル（title），授鈴者（contributor

〔depositor〕），助成機関（contributor瓜her

〔funder〕），公IJH~荷（publisher），形式（type),

II付（date）である。オプションとして，作成者

(creator），データ内容（description.

tableofcontents），言語 (language），権利（rights),

分野（subjecりなどである。

毘2の簡II続レコー Fi1Nffriではタイトル，作成

日付，山月j，データセット記述（抄録）など

が，その｛也のJJ'.iUはJ宇都IIレコード断i詰iで去示され
る。検索のキーとなる分野は織り返し可能な非統

Hf!J ~ri·で，分野分'JJJ'.l (subject classification）には

j•;':j ＂；全救 1守統計局（HigherEducation Statistics 

Agency : HESA）の］ACScode25Jをmいてい
る。

また， DataShareにはDataCiteからlfY.引ょした

くはファイルごとに付与している。このほか，ク

リエイティブ・コモンズやオリジナルのライセン

スなども表示される。

(4) データの長期保存

2015 iFに研究データの長期保存JfJアーカイブ

(Data Vault）を構築するため，設計を進めてい

る。公開別ではないため，安く低迷のストレ…ジ

とし長期保存に向けてデータのllitな化や任縮も

行わない。プロジェクトごとにまとまり

(buckets）を作り，メンバー以外には非公開と

して安全性を尚める。なお，そ＇1~主メンバーがいな

くなった場合は，在日ぬが管i虫する。

(5) データ閤銀と研究者データベース

データJHi‘の状況にかかわらず，エデインパラ

j三守tのRDM:t'リシーや RCUKのOAポリシ

はデータ El$Heの共布を求めているυ そこで2014

年11JJには，デー夕日銭のシステムである Data
Asset Registerを稼働した。 rJit=Iはデータセット
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のほか，出版物，助成金，研究設倣も含まれてい

る。公［j百mインターフェイスのEdinburgh
Research Explorer (http://www.research目ed.ac.uk/)

は，日本のres巴archmap(http://researchmap.jp）の

ように個人単位で、表示される。さらに一覧表示さ

れる業績目録から，出版物やデータセットヘリン

クカ｛Jliliられている。

Data Asset RegisterはDataCiteのメタデータ

スキーマ加を活用しており，必須項目は， ID

(Identifier），作成者（Creator），タイトル（Title),

公開者（Publisher），出版年（PublicationYear), 

オプションは，分類（Subject），協力者（Contributor),

HH (Date），言語（Language），リソースタイプ

(Resour・ceType), )Jlj ID (Alternativeldentifier), 

関連ID（浪記latedidentifier), サイズ（Sizε），

フォーマット（Format），パージョン（Ve1叫on),

権利（Rights），記述（Description), i立i母'l'l'f報
( Geolocation）などである。また， DataShareと

悶様に DOIを付与している。

(6) アドボカシー

どんなに高性能のシステムを導入しでも，利用

者の要望にあわず活用されなければ無駄になって

しまう。そこで，研究者とワークショップや耐談

を繰り返すことによって，ニーズを把擬してい

る。

ワークショップではストレージの主けぶなどにつ

いて議論を震ね，使いやすく有応な機能を備えよ

うとしている。現在は，研究データの長期保存に

向けてソフトウェアの｛呆存やマイグレーションに

ついて検討しているということだ、った。

また，一対ーのセッションも行っている。ルイ

スが例としてあげた，ある結~［1学分野の研究者の

関答をまとめると以下のようになる。

•X 線解析装置を JH いて年 II日 400 闘の実験を

行い，合計400GBのビットマップと CIFを

作成する

＠データはローカルのUSBハードドライブに

保存し， DVDにパックアップする

＠データはあまり11i：利用しない

＠ケンブリッジ、結晶構造データベース（CSD)

で共有する

"DataShareやDataAsset Register は不要だ

が， DataVaultに過去のデータをアーカイ

ブしたい

問先で作成するデータの穣類や保存状況，登録

先などは，分野Pや研究者によって異なるはずであ

る。サービスをニーズに合致させるために，こう

した研究者との相互理解が必要だという。

3.4 意識喚起とトレーニン夕、

エデインパラ大学においても，いまだに RDM

の；重要性やサーピスの認知i度は低い。そこで

RDM サービスを理角I~ してもらうためのイベント

や，実践のためのトレーニングを実施しているO

(1) RDMサービス開始イベント

2014年9月， RDMサービスの公式な開始イベ

ントとして，“Dealingwith Data，，カンファレン

スを開催した。学長から RDMの］I：要性について

話してもらうことによって， トップダウン式に

識喚起を行ったという。

(2) オンラインコースウェア（OCW): MANTRA 

RDMトレーニングの対象として，研究者，サ

ポートスタッフ，そして図書館員が想定されてい

る。ウェブサイトで公 [jf.Jされている

MANTRA21＞は， RDMの概要，データ管理‘言j・

i闘し保存とセキュリティ，データの組織化，統計‘ 

や:lfuJllHil

方j去など，尖践的な九つのメニューがあり，それ

ぞ、れの討的にあわせて l~I 習できるツールである。

CC BYライセンスで公開されており，この 1年

fillで144カ国からのアクセスがあった28）。

RDMポリシーや支援の機会を理解してもらえ

るように，サポートスタッフにも研究者向けのト

レーニングを行っている。悶大学の 1）サーチアド

ミニストレーター（URA）は，すでに3分の2

がトレーニングを完了した。また， i認書館長に
とって境変：なのは， RDMについての知識を深

め，その近要性を理解し，教員に対して自信を

持って説明できるようになることだという。



3.5 よ ピス提供と研究力強北

このように多岐にわたる研究支綬を行っている

ため， lb¥J元住吉l；容も多い。エデインパラk＇詳の情報

サービス（InformationServices）引にはじつの

，~Ill＇うカtあり， うちi支J;U=fjfi（ま(1)EDINA （ナショナ

とデータライブラ I}' (2）手ljJIJ 

－ビス，（3）側出向］と大学のコレクションの3

存l¥flfjで，そのfむにはlITインフラ，（5）口、アプリ

ケーション，（6）学狩・教育 ・Web, (7) I〕ccの4
自III勺カfある。また， IWMスタップは， リ

ダー，ブロジ‘J二クトマネ…ジャー，データライブ

ラリアン，サブジェクトライブラリアン， ITイ

ンフラスペシャリスト，手ljflj者・＋）吟ポートスタッフ

などからf/i¥'1＆：されている。

さまざまな夜間勺やスタップがllif1力してサーピス

にあたり，コミュニケ…ションを持Jにすることに

よって，一業務をm複させることなく効本よく研究
を行っている。研究支援の経験がないスタッ

フも， i窃｛効することによって初f究ブロ｛：スの主n議
や1RI1誌を深めているという。また．多くの自Ill＇うが

関わることは，学内におけるサービスの認~j;ll[fi]i二

にも役立った、ろう。

さらにーサービス VIJ!Ui政し，大学全体に

JI武しようとする視j立もほ裂である。ルイスは

DSpaceの名作コミッターや， Jiscのリポジト I}

サポートプロジェクトのリーダ…などを！が保する

技術者Aとしての側IIIiも持つが，エデインパラ
カflll:Wトップランク似の大うさでありあ2けるため
に紛f3＇［；力を強化することを強く意識している。

データリポジトリの絞油化だ、けに注力するのでは

なく，うf：術的報流通の変化を捉え，その1j1で、所属

する研究者？のブレゼンスを高めるためのサーピス

を目指している。

研究者のニーズに合わせて研究を支按し，

力を高める I¥Dl¥Iサ…ピスは，研究者にとって欠

かせないものとなり，ひいては大守：における時i'I'

館の存復路と必嬰牲を揺らぎないものにするだろ

つ。

大学j究l11t長nによるliJf党データ1:1'Jillの以前線 2:1a 

日本の大学園醤館による

ROMサービスの厩擦と課題

4. 1 機関リポジトリ (IR）の

活用と学内外の連蟻

2014 if 12 JJ 4 II i九千五， 問、1'['i'ii卒Ii学紛1=:J'E j~j· 
(NII) の「機関リポジト 1) －覧jにill紋された

ほ数は；33;3に述した初）。日本の大学i堂1:;ii=自立が

RDMサーピスを開始するならば， liJf究データの

として手ff{｛なのはrnだろう :m。現：｛E,m 
のコンテンツは出版物が1cj:1心だが，データもわず

かながら公開されている。 2014年11月の統iii-に

よれば， 404I} ;j~ ジトリに収録されたコンテンツ

の合計1,427,675 f!i:のうち，データやデータセッ

トは 52,418H (3.7%），ソフトウェアは29{!1-
(Cl.0%）加であった。

公開したデータの発見可能性を向め，有効活m
するためにはDOIの付与が欠かせない。 1Jrしも

2014 1j~ 3月311ゴにはジヤノfンリンクセンター

(JaLC）がDataCiteの会共となった：弘、 10nか
らは liド!HJの「研究データへのひOI付

L免プロジェクトJ3!1を開始し，千葉大学問属i君！？？
自立やNIIなど8機関が参加している。 IRへの

誌も悦野に入っているだろう。

また，文部科学者がsnに発去した「教育研究
の11'i;fJi・1ねな機能強化とイノベーション創出のため

の学術的手間凶器技術についてークラウド時代の学

術情報ネットワークの夜り方一（議議まとめ）J '.l5) 
には，データ共有を見据えたアカデミッククラウ

ドの必裂性や迎月｝ルールに関する記述が椛り込ま

れている。

こうしたJた殺をj品分、しつつ， ihJ:外の動向をふま
えながら日本の大学問幻自主による I¥DMサービス

について検討することができるだろう。検討に際

しては， JAmoCloudを提供する NIIやデータ

アーカイブの経験設訟なi対立国会以1.1!=館などの祁

と，また実際の：Ill；別にあたっては，ザ：内の

UI¥Aや研究資金担当， ITJ'fl＼［”！などとilli擁するこ

とがすiましい。
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4.2 ヂータ記述とメタデータ

RDMサーピスをはじめようとする図書館員に

とって，メタデータはj]J'[の痛いlllJJ涯で‘はないだろ

うか。従来1~1m：館が扱ってきた出版物は，紙にせ

よ屯子にせよ一定の形式で出版されたものであっ

た。多種多様な研究データを設録する I~~に，メタ

データをどうすればよいのか。

筆者は，メタデータはエデインパラ大学のよう

な基本的な嬰素にとどめ，研究データの作成者に

よる「データ記述（datadescription）」を充実さ

せることを提案したい。この点について，データ

ジャ…ナルの例から解説する。

公1mした長Jf究データの笠録先や，収集方法など
をまとめたデータ記述を掲載するオーブンアクセ

スのデータジャーナルが相次いで刊行されてい

る泌）（国3）。このデータ記述は，研究データの

詳細な内容を表しているという意味でメタデータ

の｛)t割を身4たしていると言えるだろう。

Ubiquity Pressは，自社が発行するデータジャー

ナルを fメタジャーナル」と称している：m。

さて，国2のDataShareの検索結果樹miにも，
データセット記述（抄録）が表示されている（／，（

線部分）。この部分をデータジャーナルのデータ

記述のように充実させることで詳細なメタデータ

に代えられないだろうか。

さらにDOIで論文や研究者データベースへの

リンクを隊保すれば，論文の本文や著者情報が，

より詳細なメタデータの役割を来たすだろう。完

擬なメタデータを単一のリポジトリ内に作成しよ

うとするのではなく，外部の情報でおll完すること
によって，効率的にデータの発見liJ能性を高め，

内容の牒f砕を深めることができると考える。

筆者は元i立i主？館員として，メタデータをシンプ
ルにしようと提案することに不安も覚える。かつ

てダブリンコア（DC）の 15エレメントを策定す

る過税では，より詳細に作り込むよう主張した情

報専l11J家もいたそうである。しかし，エレメント

は fコアJなレベルにとどめ，かつ詳細な記述も
ifJfj~ とした結来として， DC が長期にわたって広

く使われる認哉となったのは燃史が示すとおりで

あるの RDMサービスの関経とならないよう，メ

図3 データ出版と学術情報流通：l8)

研究者DB

関関

ピう

タデータの必須項目は基本的なものにとどめつ

つ， DCに｛放って拡張性を備えておくことが重要

だと｝；！；！、われる。

いずれにせよ，利用者にとって究極の理想は世

界中のデータをワンストップで検索できることだ

ろう。そのためには相瓦運用性が高いメタデータ

スキーマを検討する必要があるが， RDAの fメ
タデータ標準ディレクト I}WGJ:l9）やJiscによる

「研究データレジストリとデイスカパリーサーピ

スJ101の活動が参考になるだろう。

おわりに

研究者や開書館員の方ーから「研究データを公開

しでも，来たして役に立つのかけと尋ねられる

ことも多い。確かに現状では，公開データの持分

析や追試には限界がある。また，図3に示した

データ引用や詳filfi のIf~ り組みもはじまったばかり

である。

ルイスと訪れた：東京大学的属i認書館では，杉山
玄自らの f解体約i立uが特別展示されていた ・Ill。
当時の最新挺学を伝えるこの散は，関東大災災当

II寺は民主資料とみなされておらず，全壊したi建設

部とは加の倉liltに入れられていたため難をのがれ
たという。作者の死後，数1-::r1：：.絞ってから評価さ
れた者作物や装術作品は枚挙にいとまがない。か



つての！'Wfo体約以IJのように，米穀11i!iのまま放j託
されている fダークデータj,121の中には令数！

？交にf1llif1liが見いだされるものが含まれているかも

しれない。

でパトラーは， i立i.~i:fin は“人

訟のii記憶をm干がする一級の社会的メカニズムであ
る”と衣現しているお）。 {i)f究デ…タも人郊の記

f立のーっとして， jヌ11\i：自立がl~JVJ にわたって仇リヂ

し，共有の財政として公開する必嬰があるのでは

ないだろうか。
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